
麟発掘調査の概要
藤原宮東方官衝北地区の調査(飛鳥藤原第175次)

　内裏・大極殿院・朝堂院などからなる藤原宮中枢

部の東西には、現在の中央官庁に相当する官街建物

群が展開していたと考えられています。このうち、

今回は藤原宮東半に広がる東方官街地区の発掘調

査をおこないました。調査区は藤原宮東方官街北地

区の南西部、藤原宮大極殿の東300m程の位置にあ

たります。調査期間は2012年４月２日から６月25日

までで、調査面積は494�です。

　本調査区の西隣でおこなった第78次調査では、

内裏と東方官街の間に位置する内裏東官街の建物や

区画塀、区画の間を通る東西方向の宮内道路などを

検出するとともに、東端で東方官街の建物とそれを

囲む区画塀の一部を検出していました。本調査区は

これら東方官街の建物・南区画塀、および内裏東官

街で検出している東西宮内道路の東側に位置します。

　調査の結果、調査区北側では想定どおりの位置で

東方官街を区画する東西塀と、その北に建つ長大な

東西棟建物を検出しました。いっぽうで、調査区の

南側では予想されていたもう一つの官街の北区画塀

はなく、西隣で検出していた宮内道路も延びてこない

ことがわかりました。少なくとも本調査区内では、

今回検出した東方官街区画塀の南側に、塀や溝のな

い空間が広がっていたことになります。

　更に、この空間の一画には礎石建物が建っていた

ことが新たに判明しました。藤原宮の官街配置では

道路と想定されていた場所ですので、礎石建物の検

出は予想もしていない発見でした。検出したのは南

北３間分・東西２間分です。その規模や性格は今後

の調査により解明していくことになりますが、藤原

宮にはまだまだ驚きに満ちた発見が多く眠ってい

ることを実感した調査でした。

　　　　　　　　　　(都城発掘調査部　森先一貴)
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検出した礎石建物(北西から)
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